
東京都北区議会 

平成 20 年第 2 回定例会で可決した意見書 

 

 

・ 福祉人材の確保に向けた施策の充実を求める意見書 

・ 食料自給率の向上を求める意見書 

・ 保険による歯科医療の拡充に関する意見書 



 

 

福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
た
施
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

  

近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
国
民
の
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
は
増
大
し
、
質
的
に
も

多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
分
野
を
中
心
に
福
祉
施
設
で
は
職
員
が
定

着
せ
ず
、
人
材
の
確
保
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
十
四
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
福
祉
人
材
確
保
指
針
が
平
成
十
九
年
八
月
に
告
示

さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
人
材
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
労
働
環
境
の
改
善
等
が
打
ち
出
さ
れ
た
。 

国
や
地
方
公
共
団
体
、
福
祉
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
指
針
を
実
効
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
地
域
の
実
情
及
び
利
用
者
へ
の
直
接
的
な
影
響

の
抑
制
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
た
施
策
の
充
実
を
図
る
よ
う
求
め
る
も
の
で

あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
六
月
二
十
七
日 
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食
料
自
給
率
の
向
上
を
求
め
る
意
見
書 

 
今
日
、
発
展
途
上
国
の
多
く
で
、
食
料
不
足
か
ら
飢
餓
人
口
が
増
大
す
る
な
ど
、
近
く
開
か
れ
る
北
海

道
・
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
食
料
問
題
が
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

わ
が
国
で
も
、
穀
物
な
ど
農
産
物
の
輸
入
価
格
が
高
騰
し
、
食
料
品
が
連
日
の
よ
う
に
値
上
げ
さ
れ
、

国
民
の
く
ら
し
に
不
安
が
拡
が
っ
て
い
る
。 

現
在
、
わ
が
国
の
食
料
自
給
率
は
三
十
九
％
ま
で
落
ち
込
み
、
こ
の
点
で
は
、
政
府
も
二
〇
一
五
年
ま

で
に
、
四
十
五
％
を
め
ざ
す
と
の
方
針
を
決
め
て
い
る
。 

い
う
ま
で
も
な
く
食
料
問
題
は
、
農
業
の
あ
り
方
と
密
接
不
可
分
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
国
土
の
保
全
、

環
境
改
善
の
役
割
と
も
関
連
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。 

生
産
者
か
ら
は
、
コ
メ
の
生
産
調
整
の
見
直
し
や
、
農
業
を
営
む
人
々
が
安
心
し
て
働
き
続
け
、
後
継

者
が
育
つ
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
実
現
、
消
費
者
か
ら
は
安
全
な
食
料
供
給
と
国
内
農
業
へ
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
国
民
の
豊
か
な
食
生
活
と
健
康
を
保
障
し
、
食
料
価
格
高
騰
に

苦
し
む
発
展
途
上
国
と
の
共
生
を
は
か
る
た
め
に
も
、
足
腰
の
強
い
、
活
力
あ
る
農
業
を
め
ざ
し
、
食
料

自
給
率
の
向
上
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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保
険
に
よ
る
歯
科
医
療
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

 
歯
の
健
康
は
人
間
の
健
康
全
体
に
と
っ
て
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
食
べ
る
こ
と
、
噛
む
こ
と
は

そ
の
基
礎
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

昨
今
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
日
本
人
は
八
十
％
に
も
の
ぼ
り
、

部
分
入
れ
歯
は
六
十
代
で
三
人
に
一
人
、
七
十
代
で
は
二
人
に
一
人
と
い
う
結
果
が
発
表
さ
れ
、
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
充
実
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
中
、
歯
周
病
の
定
期
的
な
管
理
は
、
保
険
で
も
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
の
診
療

報
酬
改
定
に
よ
り
、
事
実
上
廃
止
さ
れ
て
し
ま
い
、
必
要
な
長
期
管
理
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
ほ

か
、
入
れ
歯
の
作
製
、
修
理
の
評
価
も
削
減
、
制
限
を
受
け
、
入
れ
歯
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
の
よ
り
良
い

生
活
を
支
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。 

更
に
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
等
の
新
し
い
技
術
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
歯
科
医
療
の
改
善
は
、
健
康
増
進
の
住
民
の
願
い
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、
歯
科
医
師
や
歯

科
技
工
士
な
ど
の
歯
科
医
療
を
担
う
体
制
の
安
定
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
が
行
え
る
よ
う
診
療
報
酬
の
改
善
、
拡

充
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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